
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年６月９日  

須山中学校 保健室 ほほ笑み 
保健だより  

６月４日に静岡県立がんセンター医師 高橋満先生をお招きし、２年生対象にがん教育を実施しました。

高橋先生は須山中のご出身ということで、昨年度に引き続き、今年度も特別に授業をしていただきました。

がんの基礎的な知識から治療の実際、普段の授業ではとても知り得ない内容まで、大変貴重なお話でした。 

 

・がんは普通に生活していたらならないと思っていたので、身近な病気と知って驚いた。 

・がんになったらほとんど治らないと思っていたけど、がん検診で早く見つかれば治るし、がん患者の半

分は生存できるとは思っていなかった。 

・がんになったら死んでしまうと思っていたけど、手術療法や放射線治療で、がんは不治ではなく、「長く

付き合う病気」になっていることにびっくりした。 

・おばあちゃんも自分が生まれる前にがんで亡くなってしまって、どうすれば大丈夫だったのかなと思っ

たことが何度かあった。今日の授業で、こまめな運動や紫外線にあたり続けないなどの対策方法を知る

ことができたので、自分の生活習慣を見直して、これから意識して生活するようにしたい。 

・将来たばこは吸いたくないなと思うようになり、自分の体は自分で守っていこうと改めて思った。 

・家族にもたばこを吸わないようになど話をして、みんなが生活を見直して健康でいられるようにしたい。 

・がんは治らないものだと思っていたけど、色々な治療法があり、治すことのできる病気だと分かった。 

・早く見つかれば治る確率が多いことが分かった。日頃から自分の体に気を使って、少しの変化にも気づ
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